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ニホンジカの生態

ニホンジカ （英名：Sika deer 学名：Cervus nippon）

鯨偶蹄目シカ科シカ属

⚫ 分布

• 北海道、本州、四国、九州、各地域島しょ部に地域亜種が分布
• 近年は積雪地や高標高域など、これまで生息していなかった地域へ分布が拡大

①ニホンジカの生態

東北、北陸、
中国地方日本海側等で
近年分布が拡大

「第二種特定鳥獣管理計画作成のためのガイドライン（ニホンジカ編）」（環境省,2021）

過去から分布のある地域を
中心とした同心円状に
生息密度が高い



5

南アルプス 北岳（標高2900ｍ付近）で撮影されたニホンジカ

撮影：（一財）自然環境研究センター

①ニホンジカの生態



⚫ 形態

「神奈川県のニホンジカ(神奈川県HP)」
「The Wild Mammals of Japan (Ohdachi et al. 2018)」

• 季節により体色が異なる。オスだけに角があり、毎年春先に生え変わる
• 体サイズ： オス＞メス 雌雄差、地域差、環境に応じて柔軟に変化

ホンシュウジカ

雌雄 全長 体重

オス 145-180cm 45-75kg

メス 100-150cm 35-55kg

全長140-190cm
体重 

エゾシカ

90-140kg
70-100kg

全長100-150cm
体重 

ヤクシカ

24-37kg
19-25kg

雌雄差

地域差

夏 茶色に白斑（鹿の子模様）

冬 濃い茶色 灰褐色

→餌環境が悪化しても、初回繁殖年齢の上昇・体サイズを小さくして生存
（Kaji et al. 1988；Minami et al. 2009）

①ニホンジカの生態



⚫ 生息環境・食性
• 主な生息地は森林(林縁) +季節移動→季節や場所により生息密度が偏る
• 草食・柔軟に変化：嗜好性の高い植物からあらゆる植物を採食(Takatsuki 2009)

• 植物がほぼなくなるまで採食し続け、落葉でも生存可能(梶 2013）

• 一日の採食量は乾燥重量で約２kg弱（田村ほか 2012）

• 幼獣＞メス＞オスの順で質の高い餌を食べる傾向（Jiang 2009）

「平成20年度シカ生息実態等調査報告書（東京都,2009）

マルバダケブキ

アザミ類

「神奈川県シカ不嗜好性植物図鑑」
（ 神奈川県自然環境保全センター,2016）

不嗜好性植物食性が環境に応じて柔軟に変化

①ニホンジカの生態



• 越冬地では高密度化

• 交尾期：9月下旬~11月
• 一夫多妻制
• 強いオスはなわばりを作り

メスを囲い込む
• 妊娠期間：約230日

• 出産期：5~7月頃
• 2歳以上で性成熟
• 産子数：1頭/年
• 成獣の妊娠率：80~90％（高槻 1992ほか）

20頭近いオスの群れ子連れのメス繁

殖

社
会
性

• メス:3~4頭の母系的な群れ
• オス: 1~2年は親と行動

→単独or若い個体の群れ（高密度）
• 行動圏面積：オス＞メス（定住的）

• 闘争
• ラットコール
（繁殖期特有の

 オスの鳴き声）

闘争

春 夏 秋 冬

⚫ 繁殖・社会性 「日本の哺乳類 改訂版」（阿部,2005)

雌雄別の群れで行動 オス単独行動 季節移動

出産～子育て 繁殖期 妊娠期間妊娠期間

①ニホンジカの生態



⚫ シカと人間社会の歴史

各地で多数生息の記録あり（鹿狩り）江戸

明治

昭和

平成

使う

守る

減らす

シカの半減目標は未達成→2028年度まで延長令和減らす？

個体数が減少、地域個体群の絶滅

1948 メスジカ禁猟
1978 オスジカ捕獲数制限

個体数が回復、分布拡大、農林業・自然植生への被害
2013 「抜本的な鳥獣捕獲強化対策」（環境省,農水省）

目標設定により捕獲が推進

捕獲の成否に地域差
捕獲のみでは地域の課題は解決不可？
被害の深刻化や改善をどう評価？

②人間とのかかわり

半減目標：2011年→2023年の間に
シカとイノシシの推定個体数を半減させる



⚫ 近年の人間社会との軋轢

生活環境
被害

農業被害 林業被害

山林（奥山）

山林（里山）農地集落、街

ニホンジカの増加（すべての軋轢に影響）

釜石市

農水省HP
農水省HP

観光資源喪失
生態系サービスの享受不可
土砂災害

剥皮
幼木の食害食害

交通事故
列車事故

②人間とのかかわり

大台ヶ原HP

1963年 2010年

生態系・
植生への影響



群れで生息

繁殖能力が高い

あらゆる植物を採食

シカの生態的特徴
農林業・生態系被害を

起こしやすい

⚫ 近年の人間社会との軋轢

②人間とのかかわり

農水省HP農水省HP

大台ヶ原HP

1963年 2010年



②人間とのかかわり

・北海道：約73万頭（2023年度末)：2019年度以降増加傾向
・本州以南：約230万頭（2023年度末 中央値）：依然として高い水準
→半減目標を2028年度まで延長

⚫ 近年の保護管理の状況：個体数管理

本州以南のニホンジカ推定個体数
（北海道は集計方法の違いから除外）



②人間とのかかわり

・北海道：一時減少したが、近年再増加
・東北、北陸：分布拡大が進行している県で近年急増
・関東：横這い～増加傾向
・近畿、中国、九州：横這い～減少傾向

（※同地域内でも県ごとに状況が異なることに注意）

・被害面積 ：
2021年以降増加傾向
・被害金額 ：
2019年以降増加傾向

全国の農作物被害金額及び被害面積の推移
全国

※農林水産省 HPより作成（https://www.maff.go.jp/j/seisan/tyozyu/higai/index.html ）

⚫ 近年の保護管理の状況：農作物被害

農作物被害金額の傾向（2015～2024年度）
（2015～2024年度の5ヶ年移動平均値の回帰直線の傾きを、同期間の平均
値に対する割合に換算し、±5％を基準に増加・横ばい・減少を区分）

都道府県別



森林被害面積の傾向（2016～ 2024年度）

（2016～2024年度の5ヶ年移動平均値の回帰直線の傾きを、同期間の平
均値に対する割合に換算し、±5％を基準に増加・横ばい・減少を区分）

・2014年度をピークに
近年は減少傾向

②人間とのかかわり

全国

※林野庁HPより作成（https://www.rinya.maff.go.jp/j/hogo/higai/tyouju.html）

⚫ 近年の保護管理の状況：林業被害

・東北、北陸、関東、中国等で増加傾向
・中部、近畿、九州で減少傾向

全国の森林被害面積の推移

都道府県別

https://www.rinya.maff.go.jp/j/hogo/higai/tyouju.html


②人間とのかかわり

⚫ 近年の保護管理の状況：森林生態系被害

※林野庁HPより作成（https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/tayouseichousa/yaseityoujyu.html）

シカの被害及び痕跡が確認された調査プロット数の推移

・森林多様性基礎調査では
第3期～第5期調査にかけ、
シカの被害、痕跡が確認された
調査プロットが増加傾向

（2014～ 2018年度） （2019～ 2023年度）

https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/tayouseichousa/yaseityoujyu.html
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